
教材の基本的な方向性について 

 

平成２２年１０月１８日 

薬害を学び再発を防止するための教育に関する検討会 

 

【はじめに】 

○ 本年７月以降、薬害を学び再発を防止するための教育に関する検討会（以下「検

討会」という。）では、薬害を学ぶことにより、その被害や社会的影響等に関する

理解を深め、再発防止を考えることを目的とする中学生用教材（Ａ４版８ページ程

度、中学校３年生を対象）の在り方について検討を行ってきた。 

 

○ 今般、教材の原案を作成するに当たり、これまでの検討会における議論をまとめ、

認識を共有するため、教材に盛り込むべき事項、構成等について、以下のとおり一

定の基本的な方向性をとりまとめることとした。 

 

【Ⅰ．総論（薬害を学ぶことのコンセプト）】 

○ 薬害肝炎事件を契機として開催された「薬害肝炎事件の検証及び再発防止のため

の医薬品行政のあり方検討委員会」が取りまとめた「薬害再発防止のための医薬品

行政等の見直しについて（最終提言）」（平成２２年４月２８日）において、薬害防

止のための医薬品行政等の見直しの取組として、初等中等教育において薬害を学ぶ

こと等が盛り込まれた。このような背景を受けて本検討会は開催された。 

 

○ このような背景等を踏まえれば、薬害を学ぶことのねらいは、義務教育の場面に

おいて、二度と薬害を起こさないためにどのようにすれば良いかということについ

て、子どもたちが考えるきっかけを提供する、すなわち、より具体的には、子ども

たちが薬害に関心を持つこと、子どもたちなりに知ること、自分なりに考えてみる

こと、ができるようにするという点に求められるものであり、このような観点から

教材を作成することが考えられる。 

 

○ そのような観点から薬害を学ぶことのできる教材を作成する際には、薬害は人の

命や健康に直結する社会問題であるという認識に立ち、学習指導要領等との関係で

は消費者教育の観点から捉えられる問題として、主に社会（公民的分野）において

活用されることを想定したものとすることが考えられる。 
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【検討会における議論のポイント】 
 

○ 社会では薬害を防ぐ社会の在り方、保健では医薬品の適正使用、それぞれの観点から２つ

の柱で学ぶことができるのではないか。 

○ 教育問題への取組は、二度と薬害の被害者も加害者もつくりたくないという被害者の思い

を踏まえ、社会において薬と一緒に生きていく上で、より良いかかわり方をみんなで考える

契機にしたいということであり、教材の目的はこれに尽きるのではないか。 

○ 薬害を繰り返さないためにはどのようにすれば良いのかを子どもたちが考える題材を提

供することが一番の使命。 

 

【Ⅱ．薬害から学ぶこと（教材に盛り込むべき事項・構成）】 

≪１．教材の基本的な考え方≫ 

○ 教材は子どもたちの学びを目的とするものであることから、作成に当たっては、

取り上げる内容について中学３年生の発達段階等（理解する力や共感する力）に合

ったものとする必要がある。この点、平易な言葉を使用するといった工夫が考えら

れる。 

 

○ また、実際の教育現場における授業展開を想定した教材の活用しやすさや子ども

たちの理解を促す観点から、薬害を学ぶことについての導入、事実を知ること、原

因の理解、今後どうすれば良いか、といった一連のストーリーに沿った教材にする

必要があると考えられる。 

 

【検討会における議論のポイント】 
 

○ 教材は教育現場での生徒たちの学びが目的であることを、常に念頭に置くべき。取り上げ

る内容は適時性を考慮する必要があり、中学生の成長段階や理解力にあったものにするべき

ではないか。 

○ 社会科教育における学習を考える場合、事実を知るという段階、その原因を理解する段階、

今後どのようにすればいいのか考える段階、を経ていく学習の展開が考えられる。そういう

観点からどのような資料が必要になるのかを検討する必要があるのではないか。 

 

≪２．教材に盛り込むべき事項≫ 

（１）薬害に関する事実等 

○ 子どもたちが薬害を防ぐ社会の在り方を考える上では、まずは、過去に起こった



事実を知り理解することが重要であり、教材には薬害に関する以下のような事項を

盛り込むべきと考えられる。 

 

 ① 歴史 

   例えば、これまでにどのような事件があったのか、といった内容を年表形式等

により盛り込むことが考えられる。 

  

【検討会における議論のポイント】 
 

○ どんな薬害事件があったのかといった薬害の事実に関する共通理解を得るべきではないか。 
 

※予防接種の健康被害について言及する必要があるのではないか。 
 

 

② 各事件の概要 

   例えば、どのような健康上・生活上の被害が生じたのか、どのようにして発生

したのか（副作用との違い）、被害はどれくらいの規模か、といった事実を記載す

ることが考えられる。 

 

③ 被害の実態（被害者の声） 

   例えば、被害者の方々の声や思いを記事やインタビュー形式等で盛り込むこと

が考えられる。 

 

【検討会における議論のポイント】 
 

○ 薬害とは何かといった定義の話は置いておき、多くの被害者が苦しい思いをしたという事

実を素直に伝えるべきではないか。 

まずは、いくつかの薬害を並べて被害者の実感や社会においてどんな現象だったかという

ことを記述することなど、薬害被害そのものをうまく伝えることを考えるべきではないか。 

○ 一度壊した体は元には戻らないことや命の大切さを、薬害とはこういうものだという観点

から教えていくことが必要ではないか。欠陥のあったものを服用したといったことが記載さ

れていないと薬害が伝わりにくいのではないか。 

○ 薬害被害者は治療に苦しみ死の恐怖を味わっているのが現実なので、そのようなことも記

載すべきではないか。また、差別の実態などについても言及するべきではないか。 

 

 ④ 社会の動き 

   例えば、問題の発生に対してどのように解決に向けた取組が行われたのか、国

や製薬企業等はどのような対応を取ったのか、といった内容を盛り込むことが考

えられる。 



【検討会における議論のポイント】 
 

○ 医薬品の正しい使い方といったものとは違う問題として、現象そのものを見ることが必要

ではないか。１つには、被害者の痛みといった主観的な経験そのもの、もう１つには、どこ

に失敗があってどのように制度が改正されたのかなど、社会の丌完全性。 

○ 薬害について、何に問題があってどのように解決していったのかといったことをきちんと

理解していくことが大切ではないか。医薬品の副作用が命に直結することや、危険情報があ

ったときに適時適切に行動する必要がある中でそれが守られずに薬害が生じたことを知る

べきではないか。 

○ 薬害の事実とそれが起こった歴史などがきちんと記述されるようにすべきではないか。 
 

※陣痛促進剤被害に関する被害を伝えるべきではないか。 

※薬害肝炎検証・検討委員会の資料の記述（製薬企業における製剤の保管に関する記述）を生かす

べきではないか。 
  

 
 

○ 教材内における薬害の取り上げ方について、まずは、多くの薬害についてその事

実を取り上げることが必要であると考えられる。一方で、取り上げた薬害全てにつ

いてその事実を詳細に記載するのではなく、１、２の具体例を取り上げることによ

り、子どもたちが理解を深められるような構成としてはどうかという意見が大勢で

あった。 

 

○ なお、この際、各薬害に共通するものとして得られるエッセンスをどのように捉

えるかという点が重要であるとしつつ、サリドマイドを１つの事例として取り上げ

てみてはどうかという意見が複数あった。 

 

【検討会における議論のポイント】 
 

○ 多くの薬害の事実を知るとともに、教育現場における活用しやすさの観点から、教材には

ほとんどの薬害を取り上げ、簡単な概要を記載しつつ、１、２の薬害について一連のストー

リーに沿って解説や図表を掲載するべきではないか。 

○ 薬害にはそれぞれ特色があり、その特色が引き出される形で全部の薬害を記載するべき。 

 

（２）医薬品に関すること 

○ 医薬品に関すること（医薬品の役割・歴史、承認審査等の社会的な仕組み、主作

用と副作用（ベネフィットとリスク）等）を教材に盛り込むべきかどうかについて

は意見が分かれたが、子どもたちが社会の仕組みの在り方や薬害を起こさないため

にできることを自ら主体的に考えていくために必要なものについては、導入的なも

のとして、あるいは薬害を説明する中で、盛り込むことが考えられる。なお、この



際、大幅なスペースを割く必要はないとの意見が大勢であった（→構成については

別添参照）。 

 

○ 一方、現状では、医薬品に関する教育が幅広く実施されていない中で、医薬品に

関することを学ぶ前に薬害を学ぶこととなった場合、子どもたちに不えるインパク

トが過大となり、医薬品や薬害に対する理解が浅くなるおそれがあるといった意見

もあった。このような懸念が実際のものとならないよう、例えば、医薬品について

は、保健の教科書や他の教材等を通じて学習するものである旨を盛り込むことが考

えられる。 

 

【検討会における議論のポイント】 
 

○ ページ数の制限やストーリーが流れて行きやすいという観点からは、医薬品とは何かとい

った内容はあまり盛り込まない方が良いのではないか。 

○ 医薬品とは何かといったパンフレットは既に作成されており、保健の中で教育を実施すれ

ば良いので、今回作成する教材は薬害に関することのみで良いのではないか。 

○ 医薬品に関する教育の前に薬害のみ学ぶと医薬品や薬害に対する理解が浅くなるおそれ

があることから、薬害を学ぶ際には医薬品に関する最小限の理解が必要ではないか。 

○ 医薬品に関する最小限の内容は、子どもたちが薬害を理解し社会の仕組みの在り方や自ら

何をできるかを考える上で必要なものであり、盛り込むべきではないか。 

 

（３）子どもたちへのメッセージ 

○ 薬害に関する事実等の理解を通じて、二度と薬害を起こさないために、社会の仕

組みはどのようなものであるべきなのか、将来の社会の担い手として自分はどのよ

うにあるべきなのか、今後の自分は何をすることができるのか、といった点につい

て、子どもたちが主体的に考えられるような問いかけを盛り込む必要があると考え

られる。 

 

○ 特に、まず薬害を身近に感じて自分にも起こり得るものとして考えられるように

するという観点のほか、学習指導要領との関係では消費者教育として学習されるこ

とを踏まえ、例えば、医薬品を製造する人（生産者）、医薬品の安全性や有効性を

確認する人（行政）、医薬品を使用する人（消費者）等のそれぞれの役割と関係、

責任について考えられるようにするといった観点から、上記のような問いかけを盛

り込むべきではないかと考えられる。 

 



【検討会における議論のポイント】 
 

○ 学習指導要領解説では、高等学校で初めて薬害という問題が取り上げられ、その際には消

費者という観点から学習されることを踏まえ、消費者保護の観点から教材を作るのが良いの

ではないか。 

○ 消費者の保護だけではなく、消費者の自立の観点も必要ではないか。 

○ 公民の中で、情報の非対称性といった消費者問題をどのように考えていくのか、法や制度

を作ってもそれを守るという姿勢がなければ再発を繰り返すといった倫理観を伝えていく、

といったことが必要ではないか。 

薬害を取り巻く問題の中には、原材料の問題で製造物責任に当たるような問題と医療者や

消費者など使う側の問題もあるので、消費者保護とともに消費者の自立支援の観点も扱うべ

きではないか。 

○ 子どもたちが自ら何ができるかということを考えられるようなものとすることが大事で

あり、どうやって薬害を防止できるかといった観点などから議論ができるものとするべきで

はないか。 

○ 国民の健康と安全を無視した企業の利益優先のための医薬品の製造販売は許されるもの

ではないといった観点から、医薬品に関する問題意識を持てるようにするべきではないか。 

 

（４）自ら調べ考えながら学ぶ 

○ 中学３年生が、限られた時間の中で効果的に学ぶことができるようにするために

は、例えば、グループごとに選択したテーマを調べて議論するといった学習を想定

し、インターネットで関連情報を検索できるようにするなど、子どもたちが自ら調

べながら学ぶことができるような教材とするべきと考えられる。 

 

【検討会における議論のポイント】 
 

○ 子どもたちにテーマを不えて自分たちで自由に調べ、議論させるといったこともできるよ

うに考慮すべき。また、実際の体験談を本人から聞かせるといったことも良いのではないか。 

 

（５）教材の構成 

○ 上記教材に盛り込むべき事項を盛り込んだ教材の構成の大枠については、別添の

とおりと考えられる。 

 

○ なお、これまでの検討会における議論が教材に反映されるよう、教材の原案を作

成するに当たっては、これまで本検討会に提出された様々な資料を具体的な材料と

するべきであると考えられる。 



【Ⅲ．その他】 

○ 教材が効果的に活用されるよう、教育現場への働きかけや、教材に盛り込めなか

った内容のインターネットを利用した情報提供等の取組が、必要と考えられる。 

 

○ なお、薬害を学ぶ前に医薬品に関する理解を得ておく必要があるのではないかと

いった観点からは、例えば、教材の配布に当たって適切な活用方法を併せて周知す

るといったことが考えられる。 

 

【検討会における議論のポイント】 
 

○ 現場での活用を想定し、教える側にも分かりやすい教材や指導方法の例などを付け加えた

ものが必要ではないか。 

○ ページ数等の関係で教材に盛り込めない内容については、教師用に写真や被害者の方の生

の声などをＰＤＦ等で公表、提供するようにしてはどうか。 

○ 授業の中に必ず組み込んで教えるという仕組みでなくては、なかなか学校の取組は進んで

いかない。せっかく作った教材が現場で生かされないということがないように、厚生労働省、

文部科学省、地方自治体の教育委員会との連携や現場の先生方とのタイアップを考えること

が必要ではないか。 

○ ＰＤＦ化して携帯デバイスで見られるようにするとか、ネットとリンクさせて被害の当事

者の映像を見られるようにするといった、実際の現場での使い方を考える必要があるのでは

ないか。 

 



教材の構成について（イメージ）

ページ数等 記載内容（これまでの議論に基づくイメージ）

Ｐ１

【表紙】
○タイトル（総論）

Ｐ２～７

【薬害】

○導入

○薬害に関する事実

・歴史

・各問題の概要

（内容（健康、生活（差別等））、原因、経過、被害状況（規模））

・被害の実態（被害者の声や思い）

・社会の動き（解決までの経緯、制度改正 等）

等

【子どもたちへのメッセージ】

○自分たちには何ができるか

・社会の仕組みの在り方

・様々な関係者の果たすべき役割

・倫理観（相手の立場に立って考える 等）

・消費者の視点

（理解して使用する（主作用と副作用のバランス）、情報の収集、発

信 等）

等

※ 例えば、医薬品の役割・歴史や主作用と副作用（ベネフィットとリスク）等につい

ては導入部分で、承認審査等の社会的な仕組み等については薬害に関する事実（原因

や制度改正）を説明する中で記載するなど、医薬品自体に関することについては、導

入部分や薬害に関する事実を説明する中で必要に応じ記載。

Ｐ８

【背表紙】

【自ら調べ考えながら学ぶ関係】

○教材の内容を補足し、さらに学ぶための情報（ウェブサイト等）の紹介

・教材に盛り込み切れない内容

・救済制度の詳細等関連する内容

等

別添
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